
水戸辺地区災害復旧事業説明会

平成 年 月 日 ～

志津川自然の家（オリエンテーション室）

事業関係地区住民25名

１．説明会の主旨・目的

２．住民からの質問・意見

３．気仙沼土木事務所からの回答

４．

②横津橋の幅員は前後の道路と比べてどうなっているか。

計画について理解を得たことから、今後詳細な設計が固まり次第、用地幅杭を打設し
用地説明会及び契約会を行うこととした。

③ 樋門は７箇所（左岸側３箇所、右岸側４箇所）で計画したこと。
④ 国道398号及び水戸辺川管理用道路は、6.0%以内の縦断勾配で計画したこと。
⑤ 鮭の捕獲用に堤内に坂路を計画したこと。

水戸辺地区災害復旧事業説明会概要

場　所

①新設される３９８号から隣接する土地へ乗入れるための取付道路は造成されるのか。

①現在の398号と同等程度の乗入れが可能なように整備します。

気仙沼土木事務所から確認事項
① 計画築堤高（河口～国道H=7.3m、国道～上流H=6.5）の説明。
② 既設水門は撤去すること。

①～⑤について理解を得た。

②前後の道路と同じく、幅員10.0ｍで計画しています。被災前と同じ幅員です。

件　名

日　時 25 10

出席者

水戸辺川、水戸辺地区海岸、国道398号線、横津橋災害復旧と町事業である町道上沢外７路
線、竹下橋の災害復旧計画について合同の説明会を開催したもの。

概　要

（木）

説明会状況

29 18:00 19:30


